呉羽南部企業団地（Eブロック）入居に係る覚書

富山市（以下「甲」という。）と〇〇〇〇〇〇（以下「乙」という。）は、呉羽南部企業団地（Eブロック）への入居に際して、以下のとおり覚書を取り交わす。

（入居資格）

第１条　乙は、甲が承認した事業で操業するものとする。

２　乙は、前項の事業を変更（追加を含む）するときは、甲の承認を受けるものとする。

（公害防止）

第２条　乙は、公害防止対策に当たっては関係法令等に定める基準を遵守すると　ともに、その対策に万全を期するものとする。

　　また、甲は必要に応じて立ち入り調査等ができるものとする。

（連絡協議会の設立、加入、運営）

第３条　乙は、Eブロックの入居企業で組織する「（仮称）呉羽南部企業団地（E
　ブロック）連絡協議会」（以下「協議会」という。）を設立し、加入し、運営するものとする。

（契約時における負担金等）

第４条　乙は、呉羽南部企業団地（Eブロック）の入居に際して、次の負担金等を土地売買代金の納付と同時に甲に支払うものとする。

①水道加入金

②公共下水道事業受益者負担金

③消雪施設設置負担金
（企業敷地内用消雪施設に係る負担金）
第５条　協議会は、企業敷地内用消雪施設に係る次の費用を支払い、乙は、平場面
積に応じ協議会へ負担金を支払うものとする。
①企業敷地内用消雪施設の点検及び保守管理費用
②企業敷地内用消雪施設に係る電気料
③企業敷地内用消雪に使用する河川水の取水に伴う使用料
④企業敷地内用自家用電気工作物保安管理料
（企業敷地内用消雪施設の更新及び大規模修繕に係る負担金）
第６条　企業敷地内用消雪施設の更新及び大規模修繕は、甲と協議会が協議のうえ実施する。工事は甲が行い、協議会はその費用の４割を甲へ支払うものとし、乙は、平場面積に応じ、協議会へ負担金を支払うものとする。
（環境の美化及び保全）

第７条　乙は、団地内における環境の美化及び保全に努めるものとする。

２　乙は、騒音、臭気及び排水等により、周辺住民の生活環境に影響を及ぼさないよう配慮し、その対策に万全を期するものとする。
（周辺町内会への協力）

第８条　乙は、周辺町内会への協力については、誠意をもってあたるものとする。

　

（協議事項）

第９条　呉羽南部企業団地に係る事項で、この覚書に定めのない事項については、甲乙協議のうえ定めるものとする。
　

　この覚書の締結を証するため、本書２通を作成し、甲と乙が記名・押印して
各自１通を所持する。
令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　

　　甲      富山市新桜町７番３８号

富山市長　　藤　井　裕　久
　　
    　乙   〇〇〇〇〇〇〇〇〇
　　　　　　〇〇〇〇〇〇〇〇〇
　　　　　　〇〇〇〇〇〇〇〇〇
